
 

 

 

 

 

 

 

豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

＜１・２年生では＞ 

○気持ちのよい挨拶と言葉遣いに気を付ける。 

○よいことと悪いことの区別をして、よいと思うことを進んで行う。 

＜３・４年生では＞ 

○自分でできることは自分でやり、節度ある生活をする。 

○友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。 

＜５・６年生では＞ 
○自分の特徴を知って、悪いところを改め、よいところを伸ばす。 

○集団の活動に進んで参加し、自分の役割を自覚し、協力して主体的に責任を果たす。 
 

＜５・６年生では＞ 

 

＜家庭・地域の声＞ 

「子どもたち一人一人の健

やかな成長を願うのが親た

ちの共通の願いです。体だ

けでなく、心も大きく育っ

ていってほしいです。」 

「道徳の授業の意見から、

子どもたちなりに一生懸命

考えていると感じました。」 

＜子どもたちの声＞ 

「地元の公園や地域の

行事を大切にしていき

ます。」 

「毎年、奉仕活動として

掃除をしています。きれ

いな公園は、気持ちがい

いです。」 

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

「つつじ祭り」児童福祉大会 

 

○ 学校公開週間の折には、各学級

でそれぞれ道徳の授業を行いま

す。参観されて、授業の内容を家

庭で話し合ってみてください。 

○ 浅野公園を中心とした清掃活

動を秋に行います。 

○ 元気な挨拶をするように指導

しています。 


